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学 告会 知 板

公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
2017年度「研究助成」応募のご案内

財団法人　高齢者眼疾患研究財団は 1993 年に，高齢者の視力障害をきたす疾患に関する調査・研究・国際
協力等を行い，国民の健康の増進及び眼科学の進歩に寄与することを目的に設立しました。
その後 2013 年に，内閣総理大臣の認定を受け，公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団となりました。
当財団は活動の一環として，「悪性糖尿病網膜症等高齢者の視力障害をきたす疾患の予防及び治療に関する
調査研究」に対し下記の要件にて研究助成を実施しております。

対　　象：悪性糖尿病網膜症等高齢者の視力障害をきたす疾患の予防及び治療に関する調査研究
（個人研究，共同研究可）

資　　格：応募者の職務は常勤が望ましい
研究期間：2018 年 4月から 2019 年 3月までに完結見込みの研究
助成金額：1件 100 万円
締め切り：2017 年 12 月 16 日　必着
応募方法：申請書等用紙は，返信用封筒（205 円切手貼付）を同封の上，本財団に請求すること

※	申請書をデータで請求する場合，本財団ホームページ（www.rfeda.or.jp）の研究助成事業よりダ
ウンロードすること

応募書類請求先 / 送付先：公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
〒 250-0042　神奈川県小田原市荻窪 1772 番地
佐伯眼科クリニック内　事務局：医師	佐藤貴子
TEL：0465-32-1717
FAX：0465-32-1177

選考方法：	高齢者眼疾患研究財団助成選考委員会の審査に基づいて理事会で決定する。結果は 2018 年 5月ま
でに，研究代表者に連絡する

助成金の交付：助成決定者に対し，2018 年 5月下旬以降に交付する
研究結果発表：研究終了 1年以内に研究実績報告書を提出すること

※	研究成果を学術雑誌に発表する際には，高齢者眼疾患研究財団の研究助成を受けていること
を明示すること

その他：助成対象事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿（証拠書類を含む）を備えること

公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
〒 250-0042　神奈川県小田原市荻窪 1772 番地

TEL：0465-32-1717
FAX：0465-32-1177

ホームページ：www.rfeda.or.jp
理事長　佐伯宏三
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公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
2016年度（第 6回）研究助成交付対象者決定について

2016 年度研究助成の助成金交付対象者を募集いたしましたところ，多数のご応募をいただきました。選考
委員会による厳正な審査のうえ，理事会の承認を得て，下記の 10名の方を助成金の交付対象者とすることに
決定しました。

記

助成件数　　　10件（1件につき 100 万円交付）
（敬称略，順不同）

氏　　名 所　　属 研　究　内　容

大野京子 東京医科歯科大学
OCT	angiography を用いた近視性脈絡膜新生血管の病態
解明研究

五十嵐	勉 日本医科大学
サル緑内障モデルに対する神経保護因子を用いた遺伝子
治療

栗原俊英 慶應義塾大学 低酸素応答制御による糖尿病網膜症への新規治療戦略

江内田	寛 佐賀大学 無侵襲眼底酸素飽和度測定装置の開発と評価

今村	裕 帝京大学溝口病院 中心性漿液性脈絡網膜症の治療予後因子の同定

坂本泰二 鹿児島大学 治療効果を予測するための計量眼科学確立への研究

堀	裕一 東邦大学大森病院
糖尿病患者における硝子体手術後の眼表面バリア機能の
変化

三田村佳典 徳島大学 糖尿病網膜症の病因におけるPPARγ，Cdk5 の役割

井上麻衣子
横浜市立大学附属	

市民総合医療センター病院
加齢黄斑変性における網膜下出血における新規治療法の
開拓

白石	敦 愛媛大学 OCT	angiography による脈絡膜新生血管の検出率の検討

公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
〒 250-0042　神奈川県小田原市荻窪 1772 番地

TEL：0465-32-1717
FAX：0465-32-1177

ホームページ：www.rfeda.or.jp
理事長　佐伯宏三
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学 告会 知 板

第 34回日本眼循環学会

 会　期 ● 2017 年 7月 22 日（土）〜23日（日）
 会　場 ●大阪国際会議場
	 	 〒 530-0005　大阪市北区中之島 5-3-51
	 	 Tel：06-4803-5555（代）
 会　長 ●髙橋寛二（関西医科大学教授）
 主　催 ●関西医科大学眼科学教室
	 	 〒 573-1010　枚方市新町二丁目 5番 1号
 主なプログラム（予定） ●招待講演：Adrian	Koh（Camden	Medical	Centre,	Singapore）
	 	 松山賞受賞講演
	 	 シンポジウム 1：「眼循環評価の新しい視点-OCT	angiography から見えてくるもの」
	 	 シンポジウム 2：「黄斑疾患の長期管理」
	 	 コ・メディカルのための教育セミナー：	「眼底画像診断：何を見るのか，どう撮るのか」
	 	 一般講演（口演），モーニングセミナー，ランチョンセミナー，機器展示・書籍展示
 事前参加登録期間 ●事前参加登録締切日：2017 年 6月 1日（木）
	 	 ※詳細は本学会ホームページをご覧ください。
 問い合わせ先（事務局） ●第 34回日本眼循環学会　運営事務局
	 	 （株）JTBコミュニケーションデザイン　コンベンション 2局内
	 	 Tel：06-6348-1391	/	Fax：06-6456-4105	/	E-mail：34jsoc@jtbcom.co.jp
	 	 http://convention.jtbcom.co.jp/34jsoc/
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学 告会 知 板

第 23回日本糖尿病眼学会総会

 日　時 ●2017 年 10 月 27 日（金）〜29日（日）
 会　場 ●京王プラザホテル（東京/新宿）
	 	 〒 160-8330 東京都新宿区西新宿 2-2-1　
 会　長 ●今泉寛子（市立札幌病院眼科）
 テーマ ●「チームで結ぶ輪と和」
 プログラム ●詳しくは学会ホームページ（http://jsdc32jsod23.umin.jp）をご覧ください。
 演題募集 ● 2017 年 5月 9日（火）〜6月 29 日（木）
 運営事務局 ●株式会社MAコンベンションコンサルティング内
	 	 〒 102-0083 東京都千代田区麹町 4-7 麹町パークサイドビル 402
	 	 Tel：03-5275-1191	/	Fax：03-5275-1192	/	E-mail：jsdc32jsod23@macc.jp
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第 55回日本神経眼科学会総会
（専門医制度生涯教育認定事業No.59051）

 会　長 ●石川	均（北里大学医療衛生学部）
 会　期 ● 2017 年 11 月 10 日（金）〜11 日（土）
 会　場 ●パシフィコ横浜　アネックスホール
	 	 〒 220-0012　神奈川県横浜市西区みなとみらい 1-1-1
 テーマ ●Neuro-Ophthalmology Network（神経眼科網）
 プログラム ●	招待講演：Joseph	L.	Demer（Pediatric	Ophthalmology	&	Strabismus	Division,	Stein	

Eye	Institute,	David	Geffen	School	of	Medicine	UCLA）
	 	 	シンポジウム：「神経眼科と他科・他領域の Network」「神経眼科と斜視の Network」，

教育講演：「若手医師による入門神経眼科」，視能訓練士プログラム：「神経眼科と視能
訓練士の Network」，一般口演，ポスター発表，共催セミナー，	併設機器展示

 参加登録 ●事前参加登録受付（予定）：2017 年 5 月 25 日（木）〜9 月 29 日（金）当日消印有効
	 	 	オンラインまたは郵便振替にて受け付けます。できる限り事前登録をお願いいたします。
	 	 参加登録費等詳細はホームページでご確認ください。
 演題募集 ●演題募集はオンライン登録のみです。
	 	 募集期間（予定）：2017 年 5 月 25 日（木）〜7 月 6 日（木）
	 	 総会ホームページからご登録ください。多数のご応募をお待ちしております。
 ホームページ ● http://www.kitasato-u.ac.jp/ahs/55janos/
 主催事務局 ●北里大学医療衛生学部
	 	 〒 252-0373　神奈川県相模原市南区北里 1-15-1
	 	 Tel：042-778-9416	/	Fax：042-778-9417
 運営事務局 ●北里ライフサービス株式会社
	 	 〒 252-0329　神奈川県相模原市南区北里 1-15-1
	 	 Tel：042-778-8703	/	Fax：042-777-6380	/	E-mail：55janos@kitasato-life.co.jp
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第 35回日本眼腫瘍学会

 会　期 ● 2017 年 9月 23 日（土）〜24日（日）
 会　場 ●両国KFCホール（東京）
	 	 〒 130-0015　東京都墨田区横網 1-6-1
	 	 Tel：03-5610-5801
 会　長 ●溝田	淳（帝京大学主任教授）
 主　催 ●帝京大学医学部眼科学講座
 学会ホームページ ● http://www.jsoo35.com
 運営事務局 ●〒 173-8605　東京都板橋区加賀 2-11-1
	 	 帝京大学医学部眼科学講座
	 	 Tel：03-3694-1225	/	Fax：03-3964-1402	/	E-mail：jsoo35@med.teikyo-u.ac.jp

2026/09/20 11:19:41
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第 17回近畿弱視斜視アフタヌーンセミナープログラム
─弱視・斜視の基礎と最新情報シリーズ─その 2：「弱視・斜視の臨床と最新情報」 
（日眼生涯教育事業　申請中）

 期　日 ●2018 年 2月 24 日（土）　14時 45 分〜18 時 15 分
 会　場 ●大阪リバーサイドホテル（JR大阪環状線	桜ノ宮駅	西出口	歩 2分）
 講　演 ●1．アトロピンの臨床と最新情報　内海	隆（内海眼科医院）
	 	 2．サイプレジンの臨床と最新情報　三宅三平（勝川三宅眼科）
	 	 3．弱視診療の臨床と最新情報　杉山能子（金沢大学）
	 	 	4．小児の視力と屈折の臨床と最新情報
	 	 初川嘉一（大阪府立母子保健総合医療センター）
	 	 ワークショップ：レチノスコピー　指導；湖崎	克	名誉会員＋全メンバー
 会　費 ●医師 3,000 円・非医師 1,000 円（いずれも当日登録）
 主　催 ●	近畿弱視斜視研究会（不二門	尚，東山智明，初川嘉一，木村亜紀子，三村	治，三宅三

平，森本	壮，村木早苗，野村耕治，近江源次郎，佐々本研二，白井久美，菅澤	淳，
杉山能子，山縣祥隆，横山	連，内海	隆）（以上 17名・ABC順）

 主　催 ●参天製薬株式会社
 連絡先 ●事務局：内海	隆（医療法人	内海眼科医院　Tel：072-626-1223）
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第 17回日本抗加齢医学会総会

 会　期 ● 2017 年 6月 2日（金）〜4日（日）
 会　長 ●齋藤英胤（慶應義塾大学薬学部薬物治療学教授）
 会　場 ●東京国際フォーラム
	 	 〒 100-0005　東京都千代田区丸の内 3-5-1
 テーマ ●Anti-aging	Breakthroughs
 プログラム ●特別講演
	 	 1．Eric	Verdin（Gladstone	Institutes,	University	of	California,	San	Francisco）
	 	 2．今井眞一郎（Washington	University	School	of	Medicine）
	 	 	招待講演，教育講演，シンポジウム，専門医・指導士教育プログラム，ワークショッ

プ，若手プログラム，実地医家スキルアップセミナー，一般口演・ポスター
 参加登録 ●事前参加登録は締め切りました。
	 	 ※当日登録の詳細はホームページでご確認ください。
 事務局 ●株式会社メディプロデュース
	 	 〒 107-0062　東京都港区南青山 2-26-35-8F
	 	 Tel：03-5775-2075	/	Fax：03-5775-2076	/	E-mail：17jaam@mediproduce.com
	 	 http://www.mediproduce.com/17jaam/

2026/09/20 11:19:41
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第 53回日本眼光学学会総会

 会　期 ● 2017 年 9月 2日（土）〜3日（日）
 会　場 ●御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター
	 	 〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 4-6
	 	 Tel：03-6206-4855（代）
 会　長 ●大野京子（東京医科歯科大学眼科学教室）
 主　催 ●東京医科歯科大学眼科学教室
　　　　	 	 〒 113-8519　東京都文京区湯島 1-5-45
 主なプログラム（予定） ●特別講演：大鹿哲郎（筑波大学）〔座長：大野京子（東京医科歯科大学）〕
	 	 	シンポジウム 1「眼光学の他分野への応用（仮）」，シンポジウム 2「近視研究（最近の話

題）」，シンポジウム 3「眼科画像診断の最前線（仮）」，教育セミナー「今更聞けない屈
折矯正の基本」

	 	 	日本眼光学学会	奨励賞受賞講演，日本眼光学学会	学術論文賞受賞記念講演，ラン
チョンセミナー，イブニングセミナー，モーニングセミナー，機器展示・書籍展示

 演題募集期間 ●一般演題募集：2017 年 3月 30 日（木）〜2017 年 5月 25 日（木）
	 	 ※	詳細は本総会ホームページ（http://convention.jtbcom.co.jp/53jsoo/）をご覧くださ

い。
 事前参加登録期間 ●事前参加登録：2017 年 3月 24 日（金）〜2017 年 7月 6日（木）
	 	 	※詳細は本総会ホームページをご覧ください。
 問い合わせ先（事務局） ●第 53回日本眼光学学会総会　運営事務局
	 	 株式会社 JTBコミュニケーションデザイン　コンベンション 2局内
	 	 Tel：06-6348-1391	/	Fax：06-6456-4105	/	E-mail：53jsoo@jtbcom.co.jp
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第 243回O.C.C.ご案内

 日　時 ● 2017 年 10 月 28 日（土）　14：00〜17：00
 場　所 ●第二吉本ビルディング
	 	 大阪市北区梅田 2丁目 2番 2号	ヒルトンプラザ・ウエスト・オフィスタワー 8階
 テーマ ●サージカル網膜Update	2017
	 	 ◎話題提供者は 2017 年 7月 7日までに下記へFAXでお申し込みください。
 連絡先 ●大阪大学大学院医学系研究科眼科学教室
	 	 Tel：06-6879-3456	/	Fax：06-6879-3458

2026/09/20 11:19:41
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第 30回近畿神経眼科セミナー（専門医認定事業）のご案内

 期　日 ●2017 年 7月 8日（土）　17：00〜20：00
	 	 2017 年 7月 9日（日）　8：30〜12：40
 会　場 ●ホテルコスモスクエア国際交流センター
	 	 大阪市住之江区南港北 1-7-50
	 	 Tel：06-6614-8700	/	Fax：06-6614-8719
 会　費 ●セミナー，宿泊，懇親会費：15,000 円・セミナーのみ：5,000 円
	 	 ※ローテーター医師・学生の場合；宿泊，懇親会費：10,000 円・セミナーのみ：無料
 学術プログラム ● 7月 8日（土）　ミニ教育セミナー：
	 	 「自閉症スペクトラムの視覚特性」松下賢治（大阪大学）
	 	 「非動脈炎性虚血性視神経症の血管構造」畑	匡侑（京都大学）
	 	 「新しいヘッドマウント型視野計 imoⓇの有用性」山雄さやか（近畿大学）
	 	 「先天赤緑色覚異常の診断」岩佐真紀（滋賀医科大学）
	 	 特別講演Ⅰ：「視神経疾患の鑑別と治療」毛塚剛司（東京医科大学）
	 	 7 月 9日（日）　日本神経眼科学会認定講習会：柏井	聡（愛知淑徳大学視覚科学）
	 	 ミニ教育セミナー：
	 	 「視神経乳頭腫脹とVEGF」白井久美（和歌山県立医科大学）
	 	 「眼筋型重症筋無力症」一色佳彦（兵庫医科大学）
	 	 「緑内障の鼻側階段を deep に掘り下げる」栗本拓治（神戸大学）
	 	 「エタンブトール視神経症について（仮）」戸成匡宏（大阪医科大学）
	 	 特別講演Ⅱ：「OCT活用の変遷─緑内障と視神経症のはざまで─」
	 	 金森章泰（かなもり眼科クリニック）
 事務局 ●兵庫医科大学眼科学教室
	 	 連絡事務局　担当：木村亜紀子
	 	 〒 663-8501 兵庫県西宮市武庫川町 1-1
	 	 Tel：0798-45-6462	/	Fax：0798-45-6464
 共　催 ●近畿神経眼科セミナー　千寿製薬株式会社
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